
〈
研

究

論
文

９

〉

新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
「
修
養
」
と
「
宗
教
」

は

じ

め

に

近

代

日

本

に

お

け

る

キ

リ

ス

ト
者

の

ひ

と

り

新

渡

戸

稲

造

（
一

八
六
二

～

一
九
三
三
）

は
、

修

養

に

関

す

る

著

作

を

積

極

的

に
刊

行

し

て

い

る
。

そ

れ

は

、
『
実

業

之

日

本
』

を

中

心

と

し

た

雑

誌

へ

の

掲

載

、
な

ら

び

に

『
修

養

』

（
一
九

一
一
［
明
治
四
四

］
）
、
『
世

渡

り

の

道

』
（
一

九
一
二
［
大
正
一
］
）
、
『
婦

人

に

勧

め

て

』
（
一
九
一
七
［
大
正

六
］
）

を

は

じ

め

と

す

る

修

養

書

の

刊

行

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

修

養
書

が
刊

行

さ

れ

た

の

は

一

九

一

〇

年

代

を

中

心

と

し

て

で

あ

り

、

当

時

は

「
時

代

閉

塞
」

の

な

か

で

出

現

し

た

「
煩
悶

青

年
」

に

向

け

て

の

修

養

に

高

い

関

心

が

払

わ

れ

た

時

代

に

あ

た
る

。

新

渡

戸

の

修

養

に

関

す

る
著

作

も

当

時

の

ベ

ス

ト

セ
ラ

ー

と

な

っ
て

お
り

、
「
煩

悶

青

年
」

に

少

な

か

ら

ぬ
影

響

を
及

ぼ

し

た

と

考

え

ら

れ

る
。

新

渡

戸

の

「
煩

悶

青

年

」

へ
の

修

養

言

説

の

意
義

と

は

如

何

な

る

も

の

で

あ

っ
た

の

か

。

本

稿

で

は

、

森
　
上
　
優
　
子

こ
の
点
に
つ
い
て

、
彼
の
「
修
養
」
概
念
と
「
宗
教
」

概
念

と
の
関
係
性

か

ら

探
っ
て
み

た
い
。

一
　
「
修

養

」

概

念

新
渡
戸
は
、
『
修
養
』
に
お
い
て
、
「
修
養
」
概
念
を
「
修
身
養
心
」

と
し

、

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
修
身
」
と
は
「
克
己
な
る
こ
と
が
本
と
な
っ
て
、

肉
体
情
慾
の
為
に
心
を
乱
さ
ぬ
様
、
心
が
主
と
な
っ
て
身
体
の
動
作
又

は
志

の
向
く
所
を
定
め
、
整
然
と
し
て
、
順
序
正
し
く
、
方
角
を
誤
ら
ぬ
様
、
挙

動
の
紊
れ
ぬ
様
、
進
み
行
く
意
」
（
『
修
養
』
全
七
、
ニ
一
～
二
二
頁
）
で
あ
り
、

「
養
心
」

の
「
養
」

と
は
「
各
自
の
預

っ
て
居
る
、
柔

和
な
、
少
し
く

荒
く

扱

へ
ば
、
息
の
根
も
絶
え
易
い
、
そ
の
代

り
、
懇
切

に
養
へ
ば
最
も
能
く
馴

づ
く
仔
羊
の
如
き
心
に
食
物
を
与
へ
、
寒
い
時
に
は
温
み
を
与
へ
、
暑
い
時

に
は
之
を
涼
し
う
し
、
横
道
に
踏
み
迷
は
ん
と
す
る
時
は
、
之
を
呼
び
止
め
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て
、
正

道

に
反
ら
し
、
有
ら
ゆ
る
方
法
を
用
ゐ
て
正
道

に
従
ひ
養
育
す
る

の

意
」
（
同
上
、
二
二
～
二
三
頁
）
と
す

る
。
つ
ま
り

、
新

渡
戸
の

「
修

養
」

概

念
と

は
、
「
心
」
を

「
正

道

に
従

ひ
養
育
」

し
、
そ
の

「
心
が

主
」

と
な
り

「
克
己
」
す

る
こ
と

に
よ

る
自
己

支
配
と
規

定
さ
れ

る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
新
渡
戸

は
。
「
克
己
の
最
上
」
と
し
て
十
字
架

の
耶
蘇

を
挙
げ
、
「
已

の
命
を
捨
て
て
始
め
て
大
な
る
命
を
得
、
小
我
を
捨
て
て
始
め
て
大
我
を
得

る

の
で
あ

る
。

克
己
し
て
已

に
克

ち
終

へ
た
時
、

始
め
て

真
の
已

に
達
す

る
」
（
同
上
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）
と
す

る
。
「
大

な
る
命
」
、
「
大

我
」

の
獲

得
が

「
克
己
の
最
上
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
犠
牲
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
、

ま
た
、
「
道
」

に
従
う
こ
と
と
同
義
で
も
あ

っ
た
。
「
動
機
正
し
く
、
外
部
の

道

と
已

の
心
と
が
吻
合
し
、
勉
め
な
い
で
其
為
す
所
が
道

に
中
る
」
（
同
上
、

一
四
〇
頁
）
。
新
渡

戸
の

「
修
養
」
概

念
と

は
、
「
心
」

に

「
道
」
を
内
在

化

し

、
そ
の

「
道
」
を
日
常
の
な
か
で
顕

在
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
自
己
支
配

と

い
え

よ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
「
修

養
」

概
念
の

根
底
に

は
、
彼

の
内
面

的

な
信
仰
が
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
新
渡
戸
の
「
宗
教
」
概
念
を
み
て
み

よ
う
。
彼

は
「
神

に

接

し
て

力
を

得
、
之

れ
を
消

化
し
同

化
し
て
、
現

は
す
力
」
（
「
宗
教
と
は
何

ぞ
や
」
『
人
生
雑
感
』
全
一
〇
、
ニ

ー
頁
）
と
定
義
す

る
が
、
こ
の
定
義

を
見
る

と

、
「
修
養
」

概
念

と
変
わ
ら
な

い
こ
と

に
気

づ
く
で
あ

ろ
う
。
新
渡

戸
は

「
宗

教
」
と

「
修
養
」

と
を
同
義
と

捉
え
て

い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と

こ
ろ

が

、
次
の
こ
と
ば
は
、
新
渡
戸
が

「
修
養
」
と

「
宗
教
」
と
を
区
別
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

修

養

と
云

ふ

言
葉

は
七

、

八

年

前

に
大

い

に

流
行

し

た
。

僕

は
其

の

当
時

或

る
雑

誌

記

者

に
向

ひ

、

修

養

を

説

く

こ

と

は

必
要

有

益

で

あ

る

、

然
し

修

養

論

は
十

年

も

続
く

ま

い
と

思

ふ

と

話

し

た

こ

と
が

あ

る
。

蓋

し
修

養

は
云

は
ば

円

満

な

る
常

識

の

如

き

も

の

で

あ

る

か
ら

、

考

の

土

台

か

ら

築

き

上

げ

よ

う

と

思

ふ

者

は

到

底

之

を

以

て

満

足

し

な

い
。

（
中

略
）

修

養

を

以

て

も

満

足

し

な

い
者

は
、

人

間

の
深

き

高

き

欲

望

を

達

す

る

が

為

め

に

、

最

後

の

解

決

を

宗

教

に

求

め

る

事

に

な

る

。

（
「
修
養

よ
り
宗
教
へ
」
『
人
生
雑
感
』

全
一
〇

、
九
二
頁
）

こ
れ
は
大
正
二
年
頃
の
発
言
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
彼
は
「
宗
教
」
を

「
修

養

卒

業

者

の
入

り

来

る
可

き

精

神

界

」
（
同
上
、
九
二
頁
）
と

把

握

し

て

い

る

。

そ

れ

で

は
、

新

渡

戸

は

「
宗

教

」

と

「
修

養
」

と

の
関

係

性

を

ど

の

よ

う

に
考

え

て

い
た

の

で

あ

ろ

う

か
。

次

章

で

は

、

彼

の

「
宗

教

」

概

念

に

つ

い

て

、

彼

の

ク

ェ

ー

カ
ー

派

の

理

解

を

て

が

か

り

に

検
討

し

て

み

ょ

う

。

ニ
　

ク

ェ

ー

カ

ー

派

理

解

と

「

宗

教

」

概

念

新

渡

戸

が

ク

ェ

ー

カ

ー
教

徒

に
な

っ
た

の

は
、

米

国

に
留

学

中

の

一

八

八

六

（
明
治
一
九
）

年
、

ボ

ル
チ

モ

ア

の

ク

ェ

ー

カ

ー

集

会

、

ボ

ル

チ

モ

ア

友

会

の

会
員

と

し

て

認

め
ら

れ

た
時

で

あ

り

、

そ

れ

以

降

教

徒

と
し

て

一
生

を

終

え

て

い

る
。

ク

ェ

ー

カ

ー
派

の

礼

拝

は

「
黙

座

冥

想

を

主
と

し

、

各

自

直

接

神

霊

に
交

は

る

」
（
「
友

徒
」
『
帰
雁

の
蘆
』

全

六
、
一
三

九
頁
）
神

秘

主

義

的

傾

向

に
特

徴

が

あ

り

、

新

渡

戸

は

ク

ェ
ー

カ

ー
派

か

ら

「

宗
教

は
外

部

の

形

式

に
あ

ら

で

内

心

の

働

き

で

あ

る
」
（
「
友
会
徒
の
生
活
」
『
人
生
雑
感
』
全
一
〇
、



二
三

頁
）
こ

と

を
学

ん

だ

と

回

想

し

て

い
る

。

新

渡

戸

は

ク

ェ
ー

カ

ー

派

を

ど

の

よ

う

に
理

解

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

彼

は

そ

の

教

理

に

つ

い

て

、
「
自

分

の

心

に

省

み

良

心

に

質

し

て

、

正

し

い

と

思

へ
ば

何

処

迄

も

遣

る

と

い

ふ

事

で

あ

る
。

根

本

は

心

で

あ

る

。

心

が

正

義

と

し

、
是

な

り

と

信
ず

る

所

を

行

ふ

」
（
同
上
、
二
九
頁
）
と

述

べ

、
「
心

」

に

行

動

の

判

断

基

準

を
置

く

こ

と

に

よ

り

、

人

間

の

自

律

的

な

主

体

形

成

を

図

る
と

い

う

理

解

を
示

し

て

い

る

。

彼

は

、

そ

の

「
心
」

を

次

の

よ

う

に

把

握

し

て

い

た

。

わ
れ
わ
れ
を
赦
し
た
り
告
発
し
た
り
で
き
る
一
つ
の
”
力
”
が
宿
っ

て

働

い
て

い

る
。

こ

の

力

が

活

動

を

や

め

る

と

、

わ

れ

わ

れ

は

す

っ

か

り

暗
黒

と

な

る
。

聖

書

は

。
彼

”

を

称

し

て

「
世

に

来

た

り

て

す

べ

て

の
人
を
照
ら
す
”
光
”
と
と
い
う
。
こ
の
”
力
”
に
は
生
長
力
が
あ
る

か
ら
。
シ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
を
「
”
種
子
″
」
と
よ
ん
だ
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
そ
の
信
徒
は
、
ま
た
こ
れ
を
「
”
内
な
る
光
”
」
と
名
づ

け
た
。
（
「
沈
黙
の
時
間
」
『
随
想
録
補
遺
』
全
二
一
、
二
一
六
頁
）

「
光
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
―
実
り
多

い
大
木
に
生
長
す
る
力
―
を
秘
め
た
善
の
種
子
」
（
「
修
養
と
抑
制
」
『
随
想
録
補

遺
』
前

掲
、
ニ

ー
○
頁
）

を

意

味

し

た
。

ク

ェ

ー

カ

ー

派

は

、

贖

罪

よ

り

も

「
神

の

ひ

と

り

子

」

と

し

て

の

キ

リ

ス

ト
を

強

調

す

る

点

に

そ

の

特

徴

が

あ

る
。新

渡
戸
は
ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
創
始
者
、
シ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｘ

「

一
六
二
四

～
一
六
九
一
」

が

「
内

な

る

光

」

と

呼

ぶ
も

の

と

同

じ

類

の

も

の

と

し

て

、

ソ

ク

ラ

テ

ス

の

ダ

イ

モ

ン

、

仏

教

に

お

け

る

涅

槃

や

寂

滅

、

禅

宗

、

道

教

、

王

陽

明

の

良

知

を

挙

げ

、
「

内

な

る

光

」

は

洋

の

東

西

を

問

わ

ず

、

存

在

す

る

と

把

握

す

る

。
（
「
日

本

人

の

ク

ェ

ー

カ

ー
観

」
『
日

本

文

化

の

講

義

』

全

一

九

、

四

一

二

頁

）

そ

し

て

、

こ

れ

ら

に

共

通

す

る

点

と

し

て

、

新

渡

戸

は

「
宇

宙

意

識

」
（
ｃ
ｏ
ｓ
ｍ

ｉｃ
　ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉｏ
ｕ
ｓ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）

を

見

い

だ

す

。

彼
は
「
宇
宙
意
識
」
を
「
人
間
が
じ
ぶ
ん
は
ひ
と
つ
の
”
神
霊
”
で
あ
り
、

ま
た
、
自
分
の
”
神
霊
”
は
”
宇
宙
の
神
霊
”
と
深
い
霊
的
交
渉
を
も
つ
と

い

う

こ

と

を

、

疑

問

の

影

を

こ

え

て

確

信

す

る

経

験

」
（
同

上

、

四

一

六
頁

）

と
し
た
。
「
自
分
の
”
神
霊
”
」
と
は
、
先
の
「
種
子
」
、
「
内
な
る
光
」
と
同

意

で

あ

り

、
「

霊

的

交

渉

」

の

結

果

も

た

ら

さ

れ

る

も

の

は

、
「

新

し

い

精

神

的

な

力

」
、
「

心

の

純

化

」
（
同

上

、

四

二
〇

頁

）

で

あ

っ

た

。

そ

れ

は

、

ま

さ

し

く

個

と

全

体

と

の

一

体

化

の

あ

り

よ

う

で

あ

り

、

こ

の

よ

う

な

体

験

は

、

「

黙

座

冥

想

」

に

お

い

て

達

成

さ

れ

る

べ

き

境

地

で

あ

っ

た

。

以

上

の

よ

う

に

、

新

渡

戸

は

「

心

」

に

「
内

な

る

光

」

が

内

在

す

る

と

把

握

す

る

。

そ

の

光

の

特

徴

は

普

遍

性

で

あ

り

、

人

種

や

老

若

男

女

を

問

わ

ず

、

万

人

に

平

等

に

宿

る

点

に

あ

る

。

新

渡

戸

は

万

人

の

「
心

」

に

は

生

ま

れ

な

が

ら

に

し

て

「

内

な

る

光

」
、
「

種

子

」

が

共

通

し

て

内

在

す

る

と

認

識

し

、

人

間

は

例

外

な

く

キ

リ

ス

ト

と

と

も

に

あ

る

存

在

と

理

解

し

た

。

し

か

し

残

念

な

こ

と

に

、

日

常

の

生

活

で

は

、
「

種

子

」

の

存

在

を

私

た

ち

は

認

識

す

る

こ

と

が

難

し

い

と

い

う

。

た

だ

こ

の

ふ

し

ぎ

な

力

は

、

わ

れ

わ

れ

自

身

の

内

で

隠

れ

、

挫

し

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

ま

り

に

多

い

。

わ

れ

わ

れ

が

こ

の

種

子

を

十

分

注

意
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し

て

栽

培

し

な

い

か
ら

で

あ

る
。

こ

の

種
子

が
己

れ

を

あ
ら

わ
す

適

当

の

機

会

を
与

え
ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

わ

れ

わ

れ

は

そ

の
声

を
聞

か

ぬ

ふ

り

を
す

る

傾
向

が

あ

る
。

そ

の

声

は
聞

こ

え

る

よ

う

に
語

っ
て

い

る

の

に

、

わ

れ

わ

れ

が

注

意

し

な

い

の

で

あ

る
。
（
「
沈
黙
の
時
間
」
前

掲
、

二
一
六
～
ニ

ー
七
頁
）

「

種
子

」

は

「
隠

れ
」

て

い

る

の
で

あ

り

、
「
栽

培

」

す

る

こ

と

、

育

て

養

う

こ

と

を

通

し

て

は
じ

め
て

人

間

の

前

に

立

ち

現

れ

る

存

在

な

の

で

あ

る

。

人

間

は

「
種
子

」

を
養

育
す

る

こ

と

に

よ

り

「
神

」

と

の

邂
逅

を
果

た

す

。

「
何

を

す

る

に

も
、

一

寸

自

分

の

心

で

神

様

に
伺

っ

て

か

ら

、

善

い
と

思

へ

ば

遣

る

」
。
（
「
友
会
徒
の
生
活
」

前
掲
、
三
一
頁
）

こ

の

よ

う

に
、

人

間

の

行

動

の

基

準

に

「
種

子

」

を

通

じ

て

出

会

っ
た

「
神

様
」

を

置

く

こ

と

は

、
「
正

義

の

為

め

に

は

決

し

て

何

者

を

も
恐

れ

な

い
」
（
同
上

、
二
九
頁

）
と

い

う
不

動

の

信

念

を

生

み
出

す

原

動

力

と

な
り

、

キ

リ

ス
ト

と

と

も

に

生
き

る

あ

り

方

で

あ

っ
た

。

さ

て

、

こ

の

よ

う

に

ク

ェ

ー

カ

ー

派

を

理

解

す

る

新

渡

戸

は

、
「
宗

教

」

を

「
学

理

の

外

に

超

然

た

る

も

の

な

れ

ば

、

哲

学

や

神

学

や

科

学

を
以

て

、

之

れ

を

解

釈

す

る

こ

と

は

出

来

ぬ

」
（
「
宗
教
と
は
何
ぞ
や
」
『
人
生
雑
感
』
前
掲
、

一
四
頁
）
と

い
い

、
「
宗

教

」

を

理

解

す

る

に
は

「
理

性

に
由

っ

て

解

き

能

は

ぬ

も

の

を

信

ず

る

一

種

の
剛

き

意

志

」
（
同
上
、

一
六
頁
）
が

必

要

で

あ

る

と

説

く

。

ま

た

、

新

渡

戸

は

「
宗

教

」

を

「
意

志

の

働

き

な

り

」

と

も

規

定

し

、

「

一

度

基

督

を

信

ず

れ

ば

、

如

何

な

る

迫

害

に

遭

ふ

も

、

た

と

へ

其

の

身

は

滅

さ

る

る

に
至

る

も

、

之

れ

に
忠

信

な

ら

ん

と

す

る
、

其

の

意

志

の

力

」

（
同

上
、
一
六
頁
）

の

意

と

し

た
。
「
意

志
」

と

い

う

一

点

に

お

い

て

、

は
じ

め

て

神

は

人

間

の

前

に

立

ち

現

れ

る

と

さ

れ

た
の

で

あ

る

。

新

渡

戸

は

「
宗

教
」

を

「
意

志
」

に

よ

っ
て

「
信

ず

る
」

こ

と

に

踏

み

と

ど

ま

る
の

で

は

な

く

、
「
神

の

意

に
違

は

ざ

る

行

を

す

る
」

こ

と

、

実

践
す

る

こ

と

に

よ

っ
て

そ

の

極

意

に

達

す

る

と

理

解
す

る
。

こ

こ

に

、

キ

リ

ス

ト

教

実

践

倫

理

を

見

い

だ

す

こ

と

が

で

き

よ

う
。

新

渡

戸

は
、
「
宗

教

」

の

働

き

を

次

の

よ

う

に

規

定
す

る

。

学

者

の

知

ら

な

い

一

の

力

が

、
人

間

の
精

神

に
入

っ

て

、

其

れ

が

精

神

の

糧

と

な

る

、

精

神

は

こ

の

糧

を

得
て

之

れ

を

消

化

し

、

之

れ

と
同

化

す

る

。

其

の

働
き

が

宗

教

で

あ

る

。
宗

教

は
力

で

あ

る

、

あ

ら

ゆ

る

物

を

集

め

来

っ

て

、

神

の

力

に

由
て

之

を
消

化

し

、
形

に

現

は

す

働

作

で

あ

る

、

斯

く

消

化

し

た

も

の

は

愛

の
形

を
取

っ
て

現

は

れ

る

。
（
「
宗

教
と
は
何
ぞ
や
」

前
掲
、
二
〇
頁
）

「
力

」

と

は
、
「

心
」

に

宿

る

「
種

子

」
、
「
内

な

る
光

」

を

介

し

て

神

と

邂

逅

す

る
こ

と

に

よ

っ
て

得

ら

れ

る

「
力
」

で

あ
り

、

人

間

が

そ

の

「
力

」

に

従

う

こ

と

、

神

の

御

旨

を

常

住

坐

臥

の

行

動

に

表
す

こ

と

が

「
宗

教

」

の

意

と

解

さ

れ

た

の

で

あ

る
。

人

間

と

神

と

の

交

わ

り

は

、
「
自

分

の

心

、

即

良

心

の
声

に
耳

を

傾

」
（
「
現
代

の
日
本
社

会
の
欠
陥
と
青
年
会
」
『
人
生
雑
感
』
前
掲
、

一
〇
五
頁
）
け

、
「
内

な

る
光

」

に
忠

実

に

な

る
こ

と

に
よ

っ
て

実

現

す

る
。

そ

し

て

、
「
神

の

意
」

は

実

践

を

通

じ

て

具

現

化

さ
れ

る
。

そ

れ

は

自

己

と

他

者

を

結

び

つ

け

る

「
愛

」
、
「
友

情

」

で

あ

り

、

そ

れ
を

基

盤

と

す

る
社

会

を

構

築
す

る
こ

と

に

よ

っ
て

「
神

の

意

」

は

可

視

化

さ
れ

る

の
で

あ

る
。



以

上

か
ら
、

新
渡
戸

の
「
宗
教
」
概
念

と
は
、
「
種
子
」
、
「
内

な
る
光
」

を
媒
介
と
し
て
人

間
と
神
と
の
一
体
化
を
遂
げ
た
後
、
社
会
へ
の
実
践
を
通

じ
て

「
神
の
意
」

を
表
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
修
養
」
概

念
と
同

義
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

三

「
修

養

卒

業

者

の
入

り

来

る
可

き

精

神

界

」

と

し

て

の

「
宗

教

」

次
に
、
「
宗
教
」

が
「
修
養
卒
業

者
の
入
り
来

る
可
き

精
神
界
」

と
し
て

捉
え
ら

れ
る
場

合
の
新
渡
戸
に
お
け
る
「
修
養
」

と
「
宗
教
」
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
彼
の
「
修
養
」
概
念
に
あ
る
「
心
」
を
「
正

道
に
従
ひ
養
育
」
す

る
と

は
、
「
善
」

の
本
性
を

「
促
す

行
為
」
で

あ
り
、

「
自
我
の
発
達
」
、
自
己

の
「
能
力
を
拡
大
」
す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
内

に
は
二
つ
の
本
性
が
宿
っ
て

い
る
。
二
つ
の
原
理
が
、

わ
れ
わ
れ
の
心
の
戦
場
で
互
い
に
戦
闘
を
交
え
て

い
る
。
一
は
悪

で
あ

っ
て

、
そ
の
力
を
張
る
ほ
ど
強
く
、
わ
れ
わ
れ
を
圧
倒
す
る
こ
と
さ
え

あ
る
。
他
は
善
で

あ

っ
て
、
優
に
や
さ
し
く
、
配

慮
を
加
え
な
け
れ
ば

生
長
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
に
抵
抗
す
る
行
為
と
称
し
て
、
”
抑

制
”
、
”
自
己
犠
牲
气
”
、
”
自
己
放
棄
”
、
”
自
制
”
と
い
う
。
（
中
略
）
以

上

の
考
え

に
反

し
て

、
わ
れ
わ
れ
の
よ
り
善
き
本
性
を
促
す
行
為
が
あ

る
。
そ
れ
を
唱
え

る
者

は
い
う
、
「
あ
な
た
自
身

の
自
我
を
発

達
さ
せ

よ
。

あ
な
た
の
能
力
を
拡
大
せ
よ
。
あ
な
た
の
も
っ
て
生
ま
れ
た
力
を
、

す
べ
て
自
由
に
活
動
さ
せ
よ
」
と
。
こ
れ
を
称
し
て
”
修
養
”
と
い
い
、

”
自
己
表
明
”
と
い
う
。
（
「
修
養
と
抑
制
」
前
掲
、
二
二
一
頁
）

「
自
我
を
発
達
」
、
「
能
力
を
拡
大
」
す
る
と

は
ど
う

い
う
意
味
な
の

か
。
そ

れ

は
、
「
良
心

本
心
に
基
督

の
種
子

が
あ
っ

て
、
之

を
育
て
れ
ば

、
即
ち
善

を
好
み
悪

を
憎
む
の
観
念
、
神
を
畏
れ
る
観
念
と

な
る
」
（
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
就

て
」
『
人
生
雑
感
』
前
掲
、
一
四
七
頁
）
や
、
「
内

な
る
光

は
永
続

的
で
あ
り

に

く
い
か
ら
常
に
そ
の
器
で
あ
る
良
心
を
養
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
表
現
か

ら
推
測
す
る
に
、
「
修
養
」
と
は
、
「
内
な
る
光
」
、
「
基
督
の
種
子
」
さ
ら
に

「
そ
の
器
で

あ
る
良
心
」
を
養

う
こ

と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
れ

が
新
渡
戸

に
お
け
る
「
修
養
」
概
念
の
も
う
ひ
と
つ
の
意
味
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

新
渡
戸

は
、
こ
の
「
修
養
」
に
よ
っ
て
養

わ
れ
る
べ
き
「
良
心
」
と
「
宗

教
」
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

良
心
の
声
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
の
が
神
の
霊
で
あ
る
。
宗
教

の

最
も
大
切
な
点
は
、
こ
の
良
心
の
声
を
最
も
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ

ン
ナ
ー
ラ
イ
ト
（
心
の
内
な
る
光
）
を
認
め
る
こ
と
で

あ
る
、
と
友
会
徒
は
説
く
の
で
あ
る
。

新
渡
戸

は
、
「
宗
教
」
の
重
要
性

を
「
良
心

の
声

を
最
も
明
ら

か
に
す

る

事
」
、
す
な

わ
ち

「
内

な
る
光
」
、
「
基
督

の
種
子
」

を
認
識
す

る
こ

と
と
い

う
。
「
宗
教
」

と
は
自
己
と
超
越
な

る
も

の
と

の
一
体
化
を
保
証
す

る
も

の

で
あ
り
、
「
修
養
卒
業
者
の
入
り
来
る
可
き
精
神
界
」
と
さ
れ
た
。
「
基
督
の

種
子
」
を
認

識
す

る
こ

と
で
あ
る
「
宗
教
」
と
は
、
「
基
督

の
種
子
」

を
人

間
の
前
に
立
ち
現
れ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
そ
う
す
る
た
め

に

は
、
「
隠
れ
」
て

存
在
す

る
「
基
督

の
種
子
」

を
育
て
養

う
「
修

養
」

が
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必
要
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

お

わ
り

に

以
上
の
考
察
か
ら
、
新
渡
戸
に
お
け
る
「
修
養
」
概
念
に
は
、
「
宗
教
」

概
念
と
同
義

の
場
合
、
な
ら
び

に
「
種
子
」

の
養

育
を
示
す
場
合
と
が

あ
る

こ
と
が

わ
か
っ
た
。

新
渡
戸

の
修
養
言
説

は
、
そ

の
読
者

の
信
仰

に
関

わ
り

な
く
、

広
く

青
年

層
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
は
何

で
あ

っ
た
の
か
。
新
渡
戸
が
「
宇

宙
意

識
」

を
諸
宗
教

の
共
通

点
と
指
摘

し

て

い
る
こ
と

か
ら
明
ら

か
な
よ
う

に
、
彼

は
「
宗

教
」

の
普
遍
性

を
認

め
る
。

新
渡
戸

の
修
養
言
説
は
、
人
間
存
在

に
お
い
て
超

越
な

る
も
の
の
意
識
化

を

強
調

す

る
こ

と
だ

っ
た
と

考
え
ら

れ
る

の
で

は

な
か
ろ
う

か
。

そ
れ

は
、

人

々
を

キ
リ
ス
ト
教
と

い
う
特
定

の
宗

教
へ
導

く
と
い
う
よ
り
も

、
む

し
ろ

「
宇

宙
意
識
」
を
認
識
す

る
「
宗
教
」
を

人
間
存
在
の
根

拠
と
し
て
青
年

た

ち

に
自
覚

さ
せ

る
こ
と
を
主
眼

に
置
い
て

い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
し
て

そ

の
「
宇

宙
意
識
」

を
人
間

の
行
動

の
起
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り

、
自
律
的
な

主

体
形

成
を
行

お
う
と
し

た
の
で

あ
ろ
う
。

○
本
稿

は
、
二
〇
〇
七
年
三
月

に
お
茶

の
水
女
子
大
学
に
提
出
し
た
博
士

論
文
『
新

渡
戸
稲
造
研
究
―
そ
の
修
養
論
を
手
が
か
り
と
し
て
―
』
の
第
二
、
第
三
章
を
加

筆
修
正

し
た
も
の
で
あ

る
。

○

本
稿

に
お
け
る
新
渡

戸
稲
造

の
著
作

の
引

用

は
『
新

渡
戸
稲

造
全
集
』
教
文

館

（
一
九
六
九

～
二
〇
〇
一
）

に
よ
る
。
本
文

中
で
は
、
著
作
名
、
巻
数

（
全
と

略

記
）
、
頁
数
を
記
載
し
た
。

（
１
）
　
新

渡
戸

の
「
修
養
」

概
念
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
新
渡

戸
稲
造

に
お
け

る

「
調
和
」
―
「
修
養
」
概
念
を
て
が
か
り
と
し
て
―
」
『
日
本
思
想
史
学
』
三
六

号
（
二
〇
〇
四

、
日
本
思

想
史
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
　
大
正

二
年

ご
ろ
、
東
京
帝
国
大
学

に
お
け

る
基
督
教
徒
の
会
合
で
の
発

言
。

（
３
）
「
心

の
居

り

所
」
「
人

生
読

本
」
（
『
全

集
』

一
〇
巻
、

二
二
五

頁
）
で

は
、

「
宇
宙
的
自
覚
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。

（
４
）
「
友
会
の
使
命
」
角
達
也

『
友
を
頂
く
』
ｎ
ｏ
.　
３
５
一
九

八
三
年
、
二
頁

（
５
）
「
人
生
は
宗
教
な
り
」
同
右
、
三
頁

（
も
り

か

み

・

ゆ

う

こ

、

近
代

日

本
思

想

、

お
茶

の

水

女

子

大

学

比

較

日

本
学

研

究

セ

ン

タ
ー

客

員
研

究

員
）
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